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Ⅰ【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

 

本日付で半期報告書を提出致しましたので、平成27年１月14日に届出済みの有価証券届出書（以下

「原届出書」といいます。）の関係情報を更新等するため、提出するものです。

 

Ⅱ【訂正の内容】

 

＜訂正前＞および＜訂正後＞に記載している下線部＿は訂正部分を示し、原届出書の更新後の内容を

記載する場合は＜更新後＞とし、原届出書に追加される内容を記載する場合は＜追加＞とします。

 

 
第二部【ファンド情報】

第１【ファンドの状況】

１【ファンドの性格】

（１）【ファンドの目的及び基本的性格】

［ファンドの目的・特色］

＜更新後＞
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（略）
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（２）【ファンドの沿革】
＜更新後＞

平成27年１月30日 設定日、信託契約締結、運用開始
 

（３）【ファンドの仕組み】

③委託会社の概況

＜更新後＞

・資本金

2,000百万円（平成27年８月末現在）

（略）

・大株主の状況（平成27年８月末現在）

（略）
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３【投資リスク】
＜更新後＞
（３）代表的な資産クラスとの騰落率の比較等
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４【手数料等及び税金】
（３）【信託報酬等】
＜更新後＞

（略）
受益者が負担する実質的な信託報酬率（上限値）は、次の通りとなります。
年0.8564％（税込）
（略）

＜コモディティマザーファンドが投資対象とするＥＴＦの信託報酬率＞
Ｓ＆Ｐ ＧＳＣＩ商品指数®キャップド・コンポーネント35/20・ＴＨＥＡＭ・イージーＵＣＩＴＳ・

ＥＴＦ（クラスＡ米ドル建受益証券）　年0.5％以内
（略）

 
（４）【その他の手数料等】
＜更新後＞

（略）
③上記の信託事務の処理に要する諸費用には、有価証券の売買の際に発生する売買委託手数料等が
含まれます。
（略）

 
（５）【課税上の取扱い】
＜更新後＞

（略）
※上記は平成27年８月末現在のものですので、税法が改正された場合等には、上記の内容が変更に
なることがあります。
（略）
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５【運用状況】

＜更新後＞

（１）【投資状況】
   平成27年8月31日現在
   （単位：円）

 資産の種類 国／地域名 時価合計 投資比率(％)

親投資信託受益証券 日本 201,869,938 99.75

 
コール・ローン、その他資産

（負債控除後）
― 497,975 0.25

 純資産総額  202,367,913 100.00

（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。
 

（２）【投資資産】

①【投資有価証券の主要銘柄】
ａ評価額上位３０銘柄
      平成27年8月31日現在

国／
地域

    上段：帳簿価額 利率（％） 投資
銘　柄 種類 業種 口数 下段：評 価 額 償還期限 比率

    単価（円） 金額（円） (年/月/日) (％)

日本 コモディティマザーファンド
親投資信託
受益証券 ― 215,765,219

1.0397
0.9356

224,334,545
201,869,938

―
― 99.75

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価金額の比率です。

 

ｂ全銘柄の種類／業種別投資比率
 平成27年8月31日現在

種類／業種別 投資比率(％)

親投資信託受益証券 99.75

合　計 99.75

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該種類または業種の評価金額の比率です。

 

②【投資不動産物件】
該当事項はありません。

 

③【その他投資資産の主要なもの】
該当事項はありません。

 

（３）【運用実績】

①【純資産の推移】

平成27年8月末日、同日前１年以内における各月末の純資産の推移は次の通りです。
  （単位：円）

 純資産総額
基準価額

(１万口当たりの純資産価額)

平成27年 1月末日 99,989,040  9,999 

2月末日 106,064,383  10,606 

3月末日 103,758,505  10,376 

4月末日 159,116,250  10,608 

5月末日 216,711,609  10,902 

6月末日 211,285,540  10,878 

7月末日 207,446,680  9,989 

8月末日 202,367,913  9,335 

 

②【分配の推移】
該当事項はありません。
 

③【収益率の推移】
 収益率（％）

平成27年1月30日（設定日）から
平成27年8月末日までの期間

△6.65

（注）「収益率」とは、計算期間末の基準価額（分配付の額）から当該計算期間の直前の計算期間末
の基準価額（分配落の額）を控除した額を当該基準価額（分配落の額）で除して得た数に100を
乗じて得た数をいう。ただし、平成27年1月30日から平成27年8月末日までの期間については平成
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27年8月末日の基準価額から当初元本（１万口当たり１万円）を控除した額を当初元本（１万口
当たり１万円）で除して得た数に100を乗じて得た数をいう。

 

（４）【設定及び解約の実績】
 設定口数 解約口数 発行済口数

平成27年1月30日（設定日）から
平成27年8月31日までの期間

240,198,588 23,404,766 216,793,822

 

＜参考＞

「コモディティマザーファンド」

（１）投資状況
   平成27年8月31日現在
   （単位：円）

 資産の種類 国／地域名 時価合計 投資比率(％)

投資証券 アメリカ 454,045,936 99.20

 
コール・ローン、その他資産

（負債控除後）
― 3,663,376 0.80

 純資産総額  457,709,312 100.00

（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。
 

（２）投資資産

①投資有価証券の主要銘柄
ａ評価額上位３０銘柄

      平成27年8月31日現在

国／
地域

    上段：帳簿価額 利率（％） 投資
銘　柄 種類 業種 口数 下段：評 価 額 償還期限 比率

    単価（円） 金額（円） (年/月/日) (％)

アメリカ S&P GSCI CAPPED CMPNT 35/20 投資証券 ― 126,030
4,037.06
3,602.68

508,791,160
454,045,936

―
― 99.20

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価金額の比率です。

 

ｂ全銘柄の種類／業種別投資比率
 平成27年8月31日現在

種類／業種別 投資比率(％)

投資証券 99.20

合　計 99.20

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該種類または業種の評価金額の比率です。

 

②投資不動産物件
該当事項はありません。

 

③その他投資資産の主要なもの
該当事項はありません。
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［参考情報］
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第３【ファンドの経理状況】

＜更新後＞

【中間財務諸表】

 

１　当ファンドの中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（昭和52年大蔵省令第38号）ならびに同規則第３８条の３および第５７条の２の規定により、

「投資信託財産の計算に関する規則」（平成12年総理府令第133号）に基づいて作成しており

ます。

　なお、中間財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

２　当ファンドの第 1 期計算期間は、約款第３７条により、平成27年1月30日から平成28年1月26

日までとしております。ただし、第 1 期中間計算期間は、平成27年1月30日から平成27年7月

29日までとしております。

３　当ファンドは、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、当中間計算期間（平成

27年1月30日から平成27年7月29日まで）の中間財務諸表について、ＰｗＣあらた監査法人によ

り中間監査を受けております。
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ワールド・コモディティ・オープン（ラップ向け）

（１）【中間貸借対照表】

  

第 1 期中間計算期間末

［ 平成27年7月29日現在 ］

金　額（円）

資産の部   

流動資産   

コール・ローン  807,192

親投資信託受益証券  206,969,727

未収利息  1

流動資産合計  207,776,920

資産合計  207,776,920

負債の部   

流動負債   

未払受託者報酬  25,307

未払委託者報酬  252,998

その他未払費用  2,546

流動負債合計  280,851

負債合計  280,851

純資産の部   

元本等   

元本 ※1 208,833,870

剰余金   

中間剰余金又は中間欠損金（△） ※2 △1,337,801

元本等合計  207,496,069

純資産合計  207,496,069

負債純資産合計  207,776,920

 

（２）【中間損益及び剰余金計算書】

  

第 1 期中間計算期間

自 平成27年 1月30日

至 平成27年 7月29日

金　額（円）

営業収益   

受取利息  106

有価証券売買等損益  △9,046,133

営業収益合計  △9,046,027

営業費用   

受託者報酬  25,307

委託者報酬  252,998

その他費用  24,146

営業費用合計  302,451

営業利益  △9,348,478

経常利益  △9,348,478

中間純利益  △9,348,478

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額  1,235,572

期首剰余金又は期首欠損金（△）  ―

剰余金増加額又は欠損金減少額  10,029,426

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減少額  10,029,426

剰余金減少額又は欠損金増加額  783,177

中間一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増加額  783,177

分配金  ―

中間剰余金又は中間欠損金（△）  △1,337,801
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（３）【中間注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 親投資信託受益証券は移動平均法に基づき、時価で評価しております。時価評価にあ

たっては、基準価額で評価しております。

 

（中間貸借対照表に関する注記）

 
 

第 1 期中間計算期間末

［ 平成27年7月29日現在 ］

   
※１期首元本額 100,000,000円

 期中追加設定元本額 128,708,224円

 期中一部解約元本額

 

19,874,354円

※２元本の欠損

純資産額が元本総額を下回っており、その差額であります。

 

1,337,801円

 

３ 受益権の総数

 

208,833,870口

４ １口当たり純資産額 0.9936円

 （１万口当たり純資産額） （9,936円）
   
 

（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）

該当事項はありません。

 

（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

 
区　分

第 1 期中間計算期間末

［ 平成27年7月29日現在 ］

１ 中間貸借対照表計上額、時価及びそ

の差額

時価で計上しているためその差額はありません。

２ 時価の算定方法 売買目的有価証券は、（重要な会計方針に係る事項に関する注記）に記載しておりま

す。

  デリバティブ取引は、該当事項はありません。

  上記以外の金融商品（コールローン等）は、短期間で決済され、時価は帳簿価額と近似

していることから、当該金融商品の帳簿価額を時価としております。

３ 金融商品の時価等に関する事項につ

いての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に

算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用

しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なることもあります。

 

（有価証券関係に関する注記）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引等関係に関する注記）

取引の時価等に関する事項

該当事項はありません。

 

＜参考＞

当ファンドは親投資信託受益証券を主要投資対象としております。

中間貸借対照表の資産の部に計上された親投資信託受益証券の状況は以下の通りです。

 

    次へ
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「コモディティマザーファンド」の状況

なお、以下に記載した情報は、監査の対象外であります。

 

（１）貸借対照表

  
［ 平成27年7月29日現在 ］

金　額（円）

資産の部   

流動資産   

預金  1,627,999

コール・ローン  1,242,197

投資証券  419,897,635

派生商品評価勘定  86

未収入金  1,149,599

未収利息  2

流動資産合計  423,917,518

資産合計  423,917,518

負債の部   

流動負債   

流動負債合計  ―

負債合計  ―

純資産の部   

元本等   

元本 ※1 425,802,074

剰余金   

剰余金又は欠損金（△） ※2 △1,884,556

元本等合計  423,917,518

純資産合計  423,917,518

負債純資産合計  423,917,518

（注1）親投資信託の計算期間は、原則として、毎年1月27日から翌年1月26日までであります。

 

（２）注記表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１ 有価証券の評価基準及

び評価方法

投資証券は移動平均法に基づき、時価で評価しております。時価評価にあたっては、原則として金

融商品取引所等における終値で評価しております。

２ デリバティブ等の評価

基準及び評価方法

為替予約取引は個別法に基づき、原則としてわが国における対顧客先物相場の仲値で評価しており

ます。

３ その他財務諸表作成の

ための基本となる重要

な事項

外貨建資産等の会計処理

「投資信託財産の計算に関する規則」第６０条および第６１条にしたがって処理しております。

 

（貸借対照表に関する注記）

  ［ 平成27年7月29日現在 ］

   
※１期首 平成27年1月30日

 期首元本額 99,750,000円

 期首からの追加設定元本額 343,540,326円

 期首からの一部解約元本額

 

17,488,252円

 元本の内訳＊  

 ワールド・コモディティ・オープン（ラップ向け） 207,884,419円

 三菱ＵＦＪ アドバンスト・バランス（安定型） 56,405,649円

 三菱ＵＦＪ アドバンスト・バランス（安定成長型） 161,512,006円

 　　　　　　（合　計）

 

425,802,074円

※２元本の欠損

純資産額が元本総額を下回っており、その差額であります。

 

1,884,556円

 

３ 受益権の総数

 

425,802,074口

４ １口当たり純資産額 0.9956円

 （１万口当たり純資産額） （9,956円）
   
＊ 当該親投資信託受益証券を投資対象とする証券投資信託ごとの元本額
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（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

 区　分 ［ 平成27年7月29日現在 ］

１ 貸借対照表計上額、時価及びその差

額

時価で計上しているためその差額はありません。

２ 時価の算定方法 売買目的有価証券は、（重要な会計方針に係る事項に関する注記）に記載しておりま

す。

  デリバティブ取引は、（デリバティブ取引等関係に関する注記）に記載しております。

  上記以外の金融商品（コールローン等）は、短期間で決済され、時価は帳簿価額と近似

していることから、当該金融商品の帳簿価額を時価としております。

３ 金融商品の時価等に関する事項につ

いての補足説明

当ファンドに投資する証券投資信託の注記表（金融商品に関する注記）に記載しており

ます。

 

（有価証券関係に関する注記）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引等関係に関する注記）

取引の時価等に関する事項

通貨関連

  ［ 平成27年7月29日現在 ］

区　分 種　類 契 約 額 等（円） 時　価 評 価 損 益

   うち1年超 （円） （円）

市場取引以外の取引 為替予約取引     

 　売建     

 　　アメリカドル 1,235,386 ― 1,235,300 86

 　合　　計 1,235,386 ― 1,235,300 86

 

（注）時価の算定方法

１　対顧客先物相場の仲値が発表されている外貨については、以下のように評価しております。

①為替予約の受渡日（以下「当該日」といいます。）の対顧客先物相場の仲値が発表されている場合は、当該為

替予約は、当該対顧客先物相場の仲値で評価しております。

②当該日の対顧客先物相場の仲値が発表されていない場合は、以下の方法によっております。

（イ）当該日を超える対顧客先物相場が発表されている場合には、発表されている先物相場のうち当該日に最も

近い前後二つの対顧客先物相場の仲値をもとに計算したレートを用いております。

（ロ）当該日を超える対顧客先物相場が発表されていない場合には、当該日に最も近い発表されている対顧客先

物相場の仲値を用いております。

２　対顧客先物相場の仲値が発表されていない外貨については、対顧客電信売買相場の仲値で評価しております。
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【ファンドの現況】

＜更新後＞
【純資産額計算書】

平成27年8月31日現在

（単位：円）

Ⅰ 資 産 総 額 202,433,628  

Ⅱ 負 債 総 額 65,715  

Ⅲ 純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 202,367,913  

Ⅳ 発 行 済 口 数 216,793,822 口

Ⅴ １口当たり純資産価額（Ⅲ／Ⅳ）
0.9335

（ １万口当たり 9,335
 

）

 

＜参考＞

「コモディティマザーファンド」の現況

純資産額計算書

平成27年8月31日現在

（単位：円）

Ⅰ 資 産 総 額 460,236,667  

Ⅱ 負 債 総 額 2,527,355  

Ⅲ 純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 457,709,312  

Ⅳ 発 行 済 口 数 489,203,516 口

Ⅴ １口当たり純資産価額（Ⅲ／Ⅳ）
0.9356

（ １万口当たり 9,356
 

）
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第三部【委託会社等の情報】
第１【委託会社等の概況】

１【委託会社等の概況】

（１）資本金の額等

＜更新後＞

平成27年８月末現在、資本金は2,000百万円です。なお、発行可能株式総数は400,000株であり、

211,581株を発行済です。最近５年間における資本金の額の増減はありません。

 

２【事業の内容及び営業の概況】

＜更新後＞

「投資信託及び投資法人に関する法律」に定める投資信託委託会社である委託会社は、証券投資信

託の設定を行うとともに「金融商品取引法」に定める金融商品取引業者としてその運用（投資運用

業）等を行っています。また「金融商品取引法」に定める投資助言業務を行っています。

平成27年８月31日現在における委託会社の運用する証券投資信託は以下の通りです。（親投資信託

を除きます。）

 

商品分類
本　数 純資産総額
（本） （百万円）

追加型株式投資信託 754 10,021,358

追加型公社債投資信託 21 1,633,922

単位型株式投資信託 55 592,479

単位型公社債投資信託 4 131,125

合　計 834 12,378,883

 

なお、純資産総額の金額については、百万円未満の端数を四捨五入して記載しておりますので、表

中の個々の数字の合計と合計欄の数字とは一致しないことがあります。
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第２【その他の関係法人の概況】

１【名称、資本金の額及び事業の内容】

（１）受託会社

＜更新後＞

（略）

②資本金の額：324,279百万円（平成27年３月末現在）

（略）

 

（２）販売会社

＜更新後＞

①名称
②資本金の額

（平成27年３月末現在）
③事業の内容

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 324,279 百万円
銀行業務および信託業務を営ん
でいます。

 

３【資本関係】

＜更新後＞

委託会社と関係法人の主な資本関係は次の通りです。（平成27年８月末現在）

（略）
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

 

平成27年９月２日

 

 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 国 際 投 信 株 式 会 社

取　締　役　会　御　中

 

PwCあらた監査法人

 指　定　社　員
業務執行社員

 公認会計士　柴 　毅　印

 

 

 

 

 指　定　社　員
業務執行社員

 公認会計士　大畑　茂　印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」に掲

げられているワールド・コモディティ・オープン（ラップ向け）の平成27年１月30日から平成27年７月29日までの中間

計算期間の中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに中間注記表について中間監査

を行った。

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明

することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を

行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資

者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定

し、これに基づき中間監査を実施することを求めている。

　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の

一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務

諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続

が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法

人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な

情報の表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに

経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

中間監査意見

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、ワールド・コモディティ・オープン（ラップ向け）の平成27年７月29日現在の信託財産の状態及び同日をもって

終了する中間計算期間（平成27年１月30日から平成27年７月29日まで）の損益の状況に関する有用な情報を表示してい

るものと認める。

利害関係

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記

載すべき利害関係はない。

以　 上

 

（注）上記は、委託会社が、独立監査人の中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本

は委託会社が別途保管しております。なお、XBRLデータは中間監査の対象に含まれていません。
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